
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 22年 5月 7日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究代表者の専門分野：農学 
科研費の分科・細目：林学／林学・森林工学 
キーワード：地すべり、白神山地、森林植生、生態系、多様性、遺伝子、土壌、地形 
 
１．研究計画の概要 
(1)白神山地において、地すべり地の微地形に
対応した表層土砂移動、土壌構造、土壌水分
特性の分布と植物群落構成・分布、森林構造
の関係を明らかにする。また、白神山地を代
表する樹種ブナについては、遺伝的な面から
このような環境への適応を探る。これらを通
じて、地すべり地が持つ森林生態系の多様性
とそれを生じさせる土地的な要因を明らか
にする。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)白神山地の小規模地すべり地で、微地形ご
との土壌構造・土壌水分条件・表層土砂の移
動量と森林構成種の分布を対比した。その結
果、地すべり地の地形は尾根・滑落崖・移動
体に区分され、全体としては、ブナ林型の種
構成が主体であるが、移動体下部では、すべ
り面に沿った地下水の湧出があるため、湿性
を好むサワグルミ林型の植生種が立地して
いることがわかった。尾根と滑落崖では、乾
燥または急傾斜で不安定な場所に生育する
種が存在していた。 
 また、地形的に最も急な滑落崖では、森林
被覆があるにも関わらず、年間 1cm内外の侵
食が確認され、不安定で植生回復が起こりに
くいと推定された。 
(2)地すべり発生初期段階の植生回復の特徴
を調べた。その結果、地すべり発生によって
裸地化する滑落崖、地すべりの影響で地表か
く乱の大きい移動体部分、一体となって移動
するため地表かく乱が小さく元の植生を残
している部分、の３つに分化する。その後、
ブナ稚樹は林冠ギャップの生じた滑落崖と
地表かく乱の大きい部分に先駆植生ととも

に入り込む。元の植生を残した部分があるの
は地すべりの大きな特徴で、これが次の森林
回復に重要な役割をなすと推定された。 
(3) (1)-(2)のように、地すべりは、複雑な地形
と多様な土壌および土壌水文環境を作り出
すこと、また、地すべり地内でも場所によっ
て異なる植生回復過程が出現することで、種
構成を多様にしていると考えられた。 
(4)世界遺産緩衝地域の約 1.75haのブナ林で
は、地形的に異なる北ピーク、南尾根、西斜
面の３つの区域で、森林構成・林床の植生・
空間遺伝構造が異なることがわかった。特に
地すべり地形の西斜面における空間遺伝構
造が脆弱で、これは古い個体が空間的に移動
したこと、あるいは立地条件の多様性による
生育個体の強い選抜などがその要因となっ
ている可能性が考えられた。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由）当初計画の、微地形に対応した表層
土砂移動、土壌構造、土壌水分特性の分布と
植物群落構成・分布、森林構造，空間遺伝構
造の関係を概ねカバーして研究がおこなわ
れている。地すべり地が持つ森林生態系の多
様性とそれを生じさせる土地的な要因につ
いて、微地形条件と地すべり特有の植生回復
が効いていることがほぼ明らかになってき
た。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)２２年度は最終年度であるため、3.で記
した成果について確実度を高めるため、弘前
大の共同研究者を含む森林生態学研究メン
バーが着手している地すべり地サイトでの
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同様の研究を比較のため行う。 
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